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議会だより

No.197令和５年７月27日発行 ６月定例会

みんなそろって七夕誕生会
（おおひら万葉こども園）

補正予算３億円
一般質問



土砂が堆積している楳田川

工事再開される尾西２号線

問
　
村
道
改
良
工
事
の
路
線
と
工

事
内
容
は
。

答
　
休
止
し
て
い
た
尾
西
２
号
線

改
良
工
事
を
再
開
、
平
場
線
の
道

路
側
溝
整
備
、
新
規
路
線
で
五
反

田
団
地
線
の
測
量
調
査
設
計
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
今
年

度
も
商
品
券
を
発
行
す
る
が
、
支

給
時
期
や
使
用
期
間
は
。

答
　
一
人
当
た
り
３
千
円
の
ひ
ら

麻
呂
商
品
券
を
全
村
民
に
支
給
す

る
。
７
月
末
か
ら
毎
戸
に
郵
送
し
、

12
月
末
ま
で
の
使
用
期
間
と
す
る
。

問
　
河
川
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂

の
浚
渫
事
業
の
予
定
河
川
は
。

答
　
村
管
理
の
楳
田
川
、
駒
場
川
、

大
森
川
を
予
定
し
て
お
り
、
延
長

約
10
㎞
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
浚
渫
箇
所
の
測
量
調

査
を
行
い
、
次
年
度
以
降
に
土
砂

の
浚
渫
工
事
を
す
る
予
定
。

令和５年度

補正予算
全会一致で可決

万葉クリエートパ ーク
キャンプ場整備 に4,630万円

◎歳　入
防衛施設調整交付金 ････････ 1億2,390万円
コロナ対策国庫補助金 ･････････ 2,302万円
基金繰入金 ･･･････････････････ 3,735万円
村債 ･･････････････････････ 1億1,480万円

補正の主なもの

◎歳　出
村道改良整備 ･･････････････ 1億7,012万円
クリエートパークキャンプ場整備･･ 4,630万円
医療・福祉施設特別支援金 ･･･････600万円
価格高騰支援商品券発行 ･･･････ 1,755万円
河川土砂浚渫 ･････････････････ 3,030万円

◎各種会計補正額
会　　計　　別

国民健康保険事業

一 般 会 計 3億411万円

△385万円

46万円

48億5,783万円

5億5,700万円

2億3,337万円

補　正　額補　正　前

51億6,194万円

5億5,315万円

2億3,383万円

予　算　額

特別会計

水　道　事　業

村
道
改
良

商
品
券
発
行

答 問答 問

主

　な

　質

　疑

河
川
土
砂
浚
渫

答 問

し
ゅ
ん
せ
つ

（３） おおひら議会だより 第197号（令和５年７月27日）

クリエートパークキャンプ場予定地

問
　
追
加
補
正
す
る
交
付
金
の
充

当
事
業
と
、
今
年
度
の
交
付
金
総

額
は
い
く
ら
か
。

答
　
交
付
金
は
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
、
村
道
整
備

２
件
、
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
金

に
充
当
す
る
。

　
交
付
金
総
額
は
２
億
２
５
５
万

円
と
な
る
が
、
今
後
二
次
配
分
も

見
込
ま
れ
る
。

問
　
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
場
整
備
工
事
の
内
容
は
常
任
委

員
会
で
の
説
明
と
変
更
は
あ
る
の

か
。

　
工
事
期
間
と
利
用
開
始
時
期
は

い
つ
か
。

答
　
工
事
内
容
は
大
き
く
変
わ
ら

な
い
が
、
洗
い
場
の
場
所
を
中
央

部
に
変
更
す
る
。

　
工
事
は
８
月
に
発
注
し
、
来
年

４
月
か
ら
の
利
用
開
始
を
目
標
に

進
め
る
。

問
　
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
に
は
多
額

の
予
算
が
か
か
る
が
、
利
用
者
数

や
利
用
料
収
入
、
維
持
管
理
経
費

は
い
く
ら
見
込
ん
で
い
る
か
。

答
　
年
間
利
用
者
数
６
千
人
、
利

用
料
収
入
４
２
０
万
円
、
維
持
管

理
経
費
は
２
８
１
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
指
定
管
理
委
託
料
を
下
げ
る
よ

う
に
目
標
設
定
し
て
い
き
た
い
。

６月定例会

　
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
同
意
12
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
廃

止
１
件
、
条
例
改
正
１
件
、
村
道
路
線
認
定
１
件
、
令
和
５
年

度
予
算
の
補
正
３
件
、
報
告
１
件
の
全
20
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
８
名
の
議
員
が
質
問
し
、
８
Ｐ
か
ら
15
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

一般会計予算

3億411万円
増額

万葉クリエートパ ーク
キャンプ場整備 に4,630万円

防
衛
調
整
交
付
金

答 問

キ
ャ
ン
プ
場

答 問

答

問

主

　な

　質

　疑

おおひら議会だより （２）第197号（令和５年７月27日）



◎宅地整備を計画している区域のため、宅地化
を推進させるために村道に認定する。

路線番号187 五反田団地線

起点：大衡村大衡字五反田

終点：大衡村大衡字五反田
国
道
４
５
７
号

村
道
四
反
田
平
場
線

村
道
大
瓜
北
側
１
号
線

村道大瓜北側線

村道小沓掛楳田線

問 
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
委
員
会
の
開
催
日
数
や
構
成

メ
ン
バ
ー
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

答
　
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

問
　
類
似
す
る
協
議
会
は
様
々
あ

る
が
、
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

協
議
会
に
関
し
て
は
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
各
担
当
課
で
内
容
を
精
査
し
、

見
直
し
を
し
て
い
る
。

問
　
村
道
認
定
基
準
の
要
件
と
用

地
の
地
権
者
数
は
。

答
　
起
終
点
が
公
道
に
連
絡
す
る

こ
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の

施
工
区
域
内
の
道
路
で
あ
る
こ
と

に
該
当
す
る
。

　
定
住
促
進
を
図
る
地
区
計
画
地

内
の
延
長
１
６
０
ｍ
で
あ
る
。

　
地
権
者
は
３
〜
４
名
で
あ
る
。

青少年問題は、いじめ問題対策協議会等に引き継
がれており、それらの活動において、目的は十分に
果たしているため廃止する。

問
　
開
発
用
地
協
議
が
整
わ
な
い

中
で
、
路
線
認
定
と
実
施
調
査
費

補
正
が
セ
ッ
ト
で
提
案
さ
れ
て
い

る
。
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。

答
　
道
路
新
設
に
国
庫
補
助
事
業

を
充
て
る
た
め
、
路
線
認
定
を
先

に
行
い
財
源
を
確
保
し
た
い
。

答 問答 問

主
な
質
疑

答 問

答 問

主

な

質

疑

条例
廃止 青少年問題協議会設置条例青少年問題協議会設置条例

◎条例廃止の趣旨

村道
認定 五反田地区内に新設村道五反田地区内に新設村道

路 線 名

終　　点

起　　点

路線延長

五反田団地線

約160ｍ

大衡字五反田
（国道457号から小沓掛楳田線との交差点）

大衡字五反田
（四反田平場線に接続する路線）

（５） おおひら議会だより 第197号（令和５年７月27日）

男女共同参画プラン（令和４年３月策定）

問 

性
別
、
並
び
に
性
別
等
と
区

分
け
を
し
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

等
（
性
的
指
向
・
性
自
認
等
）
に

つ
い
て
明
確
に
規
定
で
き
な
い
の

か
。

答 

男
女
共
同
参
画
検
討
委
員
会

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
条
例
の
内

容
を
決
定
し
た
。

問 

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答 

有
権
者
、
各
種
団
体
、
村
内

企
業
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進
部

専
門
官
の
計
８
名
で
あ
る
。

　
仕
事
、
家
庭
を
両
立
し
て
い
る

女
性
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
意

見
交
換
を
行
う
予
定
。

性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮
できる男女共同参画社会の実現を目指すため制定する。

答 問答 問

主
な
質
疑

農業委員12名を任命することについて議会の同意を求められ、全て同意しました。

任命
同意

任 期 ３年（令和５年７月20日～令和８年７月19日）

農業委員12名を任命することについて議会の同意を求められ、全て同意しました。

農業委員の任命農業委員の任命

条例
制定 男女共同参画推進条例男女共同参画推進条例

議決結果

（賛成:反対）

同意第２号

同意第３号

同意第４号

同意第５号

同意第６号

同意第７号

同意第８号

同意第９号

同意第10号

同意第11号

同意第12号

同意第13号

八鍬　　光

遠藤　政彦

遠藤あけみ

石川　祐一

伊藤　正夫

跡部　　勉

小畑　紀夫

小川　　豪

千葉　悦子

菱沼　達也

関内　秀樹

橋本裕美子

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

同意（11:0）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

髙
橋

　浩
之

石
川

　
　敏

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

細
川

　運
一

文
屋

　裕
男

赤
間
し
づ
江

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也

鈴
木

　和
信

早
坂

　美
華

山
本

　信
悟

○賛成　×反対　議長（髙橋浩之）は採決に加わらない。

◎条例制定の趣旨

おおひら議会だより （４）第197号（令和５年７月27日）



一般
質問

８名の議員が村政を問う
佐　野　英　俊
・新村長の目指すまちづくりは
小　川　克　也
・高校生へ村独自の手厚い支援を
鈴　木　和　信
・新村長として、少子高齢化対策をどう考えるか
石　川　　　敏
・村長選挙公約の具体的施策を問う
細　川　運　一
・農地利用の最適化について
文　屋　裕　男
・有害鳥獣対策について問う
・村で報酬を支給している役職について問う
赤　間　しづ江
・五反田・亀岡地区計画の進捗状況を問う
・「置き型授乳室」設置の考えは
山　本　信　悟
・村長が目指す笑顔で元気な大衡村の具体的な方向性は

質問者一覧表

定例会ごとに、村長や教育長な
どの執行機関に対し、事務の執行
状況や将来の方針などについて、所
信や疑問を質問すること。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問とは

９月５日（火）
次の定例会は

からの予定です

（７） おおひら議会だより 第197号（令和５年７月27日）

同意第　2号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　3号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　4号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　5号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　6号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　7号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　8号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第　9号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第10号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第11号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第12号　大衡村農業委員会委員の任命

同意第13号　大衡村農業委員会委員の任命

議案第36号　大衡村男女共同参画推進条例の制定

議案第37号　大衡村青少年問題協議会推進条例の廃止

議案第38号　大衡村子ども・子育て会議条例の一部改正

議案第39号　村道路線の認定

議案第40号　令和５年度大衡村一般会計予算の補正

議案第42号　令和５年度大衡村水道事業会計予算の補正

報告第　7号　専決処分の報告

議案第41号　令和５年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正

令和５年６月定例会提出議案　20件令和５年６月定例会提出議案　20件

○賛成　×反対　議長（髙橋浩之）は採決に加わらない。◇採決状況◇

議決結果

（賛成:反対）

同意第２号～第13号

議案第36号～第38号

議案第39号

議案第40号～第42号

報告第７号

同意（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

報告は採決しない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

髙
橋

　浩
之

石
川

　
　敏

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

細
川

　運
一

文
屋

　裕
男

赤
間
し
づ
江

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也

鈴
木

　和
信

早
坂

　美
華

山
本

　信
悟

議　　　　案

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

ここから大衡村議会ホーム
ページにアクセスできます。

おおひら議会だより （６）第197号（令和５年７月27日）



スクールバス通学費にも支援を

　
　
村
独
自
の
子
育
て
支
援
策

は
。

村
長
　
子
育
て
に
か
か
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
の

た
め
の
施
策
な
ど
、
総
合
的
な

支
援
を
推
進
し
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
様
々
な
子
育
て

支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
高
校
生
に
対
し
て
の
支
援

は
、
万
葉
す
く
す
く
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
医
療
費
助
成
し
か
な
い
。

支
援
拡
充
の
考
え
は
。

村
長
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
も
と
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
支
援
事
業
が
総
合

的
か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る

よ
う
に
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
本
村
か
ら
各
高
校
へ
の
通

学
手
段
は
。

村
長
　
高
校
専
用
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
公
共
交
通
機
関
、
保
護
者

送
迎
な
ど
の
利
用
が
大
半
で
あ

る
。

問
　
バ
ス
代
が
毎
月
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
通
学
費
に
対
す
る

支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
以

前
か
ら
要
望
が
あ
る
が
、
通
学

費
を
助
成
す
る
べ
き
で
は
。

村
長
　
通
学
費
支
援
は
一
部
の

生
徒
に
限
ら
れ
る
た
め
、
公
平

に
負
担
軽
減
を
図
れ
る
支
援
策

と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
給
食

費
全
額
無
償
化
を
実
施
し
て
い

る
。

　
　
高
校
生
に
よ
る
デ
マ
ン
ド

型
交
通
の
利
用
状
況
は
。

村
長
　
登
録
者
４
名
で
あ
る
。

今
後
、
保
護
者
と
の
進
路
決
定

に
向
け
て
の
面
談
の
際
に
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
利
用
に
つ
い

て
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
村
長
公
約
の
「
高
校
等
進

学
し
た
生
徒
に
教
材
費
と
し
て

３
万
円
を
支
給
す
る
」
と
は
何

か
。

問
　
現
在
は
大
和
方
面
ま
で
の

運
行
だ
が
、
泉
方
面
ま
で
延
伸

で
き
な
い
の
か
。

村
長
　
考
え
る
時
期
に
は
き
て

い
る
が
、
現
段
階
で
は
難
し
い
。

黒
川
広
域
で
模
索
し
て
い
る
所

も
あ
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

協
議
し
て
い
き
た
い
。

村
長
　
高
校
等
入
学
時
に
教
材

費
の
一
部
と
し
て
助
成
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
子
育
て
で
一
番
お
金
が
か

か
る
時
期
は
高
校
生
だ
と
思
う
。

児
童
手
当
と
し
て
月
５
０
０
０

円
支
給
す
る
考
え
は
。

村
長
　
財
源
の
問
題
も
あ
る
。

教
材
費
と
し
て
、
３
万
円
支
給

の
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

一般質問 村政を問う

実現に向け検討していく
高校生に手厚い支援を

子
育
て
支
援
策

問村
長

問村
長

通
学
費
支
援

問村
長

問村
長

問

村
長

問

村
長デ

マ
ン
ド
型
交
通

問

村
長教

材
費
支
給

問

村
長

小川　克也 議員

（９） おおひら議会だより 第197号（令和５年７月27日）

意気込みを述べる小川村長

問
　
村
長
を
女
性
が
務
め
る
こ

と
と
、
県
内
町
村
で
も
女
性
首

長
は
初
め
て
で
村
内
外
か
ら
の

注
目
は
大
き
い
。

　
期
待
に
応
え
る
べ
く
村
長
の

村
政
運
営
へ
の
意
気
込
み
は
。

問
　
前
村
政
を
受
け
継
ぎ
、
女

性
の
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
訴
え
、
第
37
代

村
長
に
就
い
た
村
長
の
目
指
す

村
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
は
。

村
長
　
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、

来
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し
、
現
場

に
出
向
き
積
極
的
に
村
民
の
声

を
聞
き
、
政
策
を
具
現
化
さ
せ

る
。

　
「
子
育
て
・
教
育
の
推
進
、

村
民
の
力
を
最
大
限
に
活
用
、

産
業
振
興
、
健
康
・
福
祉
・
安

全
な
地
域
社
会
の
充
実
、
村
民

の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
」
を
５
本
柱
と
し
事
業
を
展

開
す
る
。

問
　
村
民
の
声
を
聞
く
施
策
の

実
現
は
、
住
民
の
願
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
今
日
ま
で
の
子
育
て
支
援

策
・
福
祉
対
策
の
施
策
は
、
進

ん
だ
行
政
運
営
が
な
さ
れ
て
き

た
。

　
目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
、

直
面
す
る
公
共
施
設
の
修
繕
・

更
新
等
の
投
資
的
事
業
な
ど
に

掛
か
る
財
源
、
財
政
運
営
の
考

え
方
は
。

村
長
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
よ
る
維
持
管
理
と
、
各

施
設
の
現
状
や
老
朽
化
の
状
況

を
把
握
し
た
優
先
順
に
よ
る
長

寿
命
化
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

　
財
源
は
企
業
誘
致
と
都
市
計

画
の
推
進
に
よ
る
確
保
や
、
歳

出
の
削
減
な
ど
財
源
の
見
通
し

を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

村
長
　
女
性
の
首
長
に
対
す
る

期
待
と
大
丈
夫
か
の
声
は
感
じ

て
い
る
。
郡
仙
台
市
長
と
対
談

し
「
女
性
の
観
点
を
施
策
へ
」

に
つ
い
て
、
指
導
と
力
添
え
を

願
っ
た
。

　
村
政
運
営
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
実
現
に
向
け
、
子
育

て
・
教
育
・
産
業
・
保
健
・
福

祉
・
住
宅
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、
具
体
的
な
施
策
を
焦
ら
ず

に
、
職
員
と
住
民
の
声
を
聞
き

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
一
つ
一
つ
進
め
た
い
。

 佐野　英俊 議員

一般質問村政を問う

村民の声をまちづくりに
新村長の目指すまちづくりは

ま
ち
づ
く
り

意
気
込
み

問

問

村
長

村
長

村
長

財
政
運
営

問
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どう描くか村の将来像

問
　
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
施
策

は
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
、
具
体

的
内
容
や
予
算
な
ど
が
明
確
で

な
い
。

　
村
政
の
責
任
者
と
し
て
、
住

民
に
真
に
求
め
ら
れ
る
施
策
の

実
現
に
努
め
ら
れ
た
い
。

｠

村
長
　
皆
さ
ん
の
声
を
聴
い
て
、

住
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
施
策

事
業
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
　
各
施
策
事
業
の
実
施
に
至

る
ま
で
の
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

年
次
計
画
は
。

｠

村
長
　
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

出
来
る
こ
と
か
ら
実
現
し
て
い

き
た
い
。

　
長
年
実
施
し
て
い
な
い
村
政

懇
談
会
を
開
催
し
、
村
民
皆
さ

ん
の
意
見
も
聴
い
て
い
く
。

問
　
新
た
な
施
策
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
村
総
合
計
画
や
年

度
ご
と
の
実
施
計
画
の
見
直
し

変
更
は
考
え
て
い
る
の
か
。

｠

村
長
　
現
在
の
総
合
計
画
は
、

令
和
11
年
度
ま
で
の
計
画
期
間

で
あ
り
、
前
期
計
画
が
経
過
す

る
こ
ろ
見
直
し
す
る
予
定
。

　
実
施
計
画
は
、
来
年
度
の
予

算
編
成
時
に
見
直
し
て
い
く
。

問
　
村
の
各
施
策
事
業
を
毎
年

検
証
評
価
し
て
、
見
直
し
や
改

善
を
制
度
化
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

｠

問
　
村
長
選
挙
公
約
に
掲
げ
た

各
施
策
の
、
具
体
的
事
業
内
容

や
予
算
規
模
の
詳
細
は
。
　

　
事
業
実
施
に
向
け
て
、
庁
内

で
検
討
に
着
手
し
て
い
る
の
か
。

　村
長
　
子
育
て
・
教
育
や
産
業

振
興
な
ど
５
項
目
の
公
約
を
掲

げ
て
い
る
が
、
具
体
的
事
業
内

容
は
未
定
で
あ
る
。

　
財
源
を
見
据
え
な
が
ら
、
今

後
詳
細
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
必
要
な
予
算
額
は
い
く
ら

か
。
そ
の
財
源
は
ど
う
確
保
す

る
の
か
。

｠

村
長
　
予
算
額
は
ま
だ
算
定
し

て
い
な
い
。
財
源
を
確
保
す
る

た
め
企
業
誘
致
を
進
め
、
税
収

や
雇
用
拡
大
に
努
め
た
い
。

村
長
　
村
の
施
策
事
業
に
つ
い

て
は
事
業
評
価
は
し
て
い
な
い
。

　
次
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け

て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

｠

問
　
各
施
策
は
実
施
し
た
ら
中

止
に
す
る
の
は
難
し
い
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
も
無
料
に
し
た
ら
、

有
料
化
に
は
転
換
で
き
な
い
。

　
村
の
事
業
内
容
や
支
援
制
度

は
、
継
続
性
の
あ
る
政
策
が
重

要
で
は
な
い
か
。

村
長
　
政
策
を
変
え
る
に
は
皆

さ
ん
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

詳細は未定、今後検討
選挙公約の具体的施策は

 石川　　敏 議員

具
体
的
事
業
内
容

問

問公
約
の
実
現

問

村
長

村
長

村
長

問ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

村
長

問総
合
計
画
の
見
直
し

村
長

問事
業
の
検
証
評
価

村
長

村
長

財
源
の
確
保

問
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親子のふれあいを大切に
（ベビーのゆったりタイム）

毎日の食事が楽しみです（特別養護老人ホーム七峰荘）

問
　
介
護
者
に
も
休
養
日
が
必

要
で
あ
り
、
介
護
疲
れ
か
ら
介

護
放
棄
や
介
護
難
民
と
な
り
か

ね
な
い
た
め
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

問
　
65
歳
以
上
の
村
民
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
料
金
を
半
額
や
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
や
健
康
器
具
の
利

活
用
を
検
討
し
て
は
。

村
長
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
料
金
は

条
例
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
村

内
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
の
健
康

器
具
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
問

題
で
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
者
が
１
０
０
人
以
上

い
る
。
専
門
相
談
員
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長
　
待
機
者
が
１
０
０
人
と

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
て
早
急
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
大
衡
村
は
、
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
充
実
し
て
お
り

好
評
で
あ
る
が
、
近
年
の
１
年

間
に
30
人
以
下
の
出
生
率
で
は
、

将
来
的
に
非
常
に
不
安
で
あ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
化
は
今
後
急
激

に
進
み
、
村
内
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
入
所
し
よ
う
と
し

て
も
現
在
待
機
者
が
１
０
０
人

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
早
急
な
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長
　
こ
れ
か
ら
職
員
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
対
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問
　
婚
姻
数
を
増
や
す
こ
と
が

出
生
数
を
増
や
す
の
で
、
村
独

自
の
結
婚
支
援
は
。

村
長
　
現
在
村
独
自
の
結
婚
支

援
活
動
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

黒
川
地
域
と
し
て
結
婚
相
談
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
事
務
局
を
務
め
て

い
る
の
で
積
極
的
に
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。

村
長
　
介
護
者
が
一
息
つ
け
る

よ
う
な
「
介
護
者
の
集
い
」
を

実
施
し
て
い
る
。
休
養
日
等
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鈴木　和信 議員

一般質問村政を問う

積極的に検討していく
新村長として、少子高齢化対策は

少
子
高
齢
化
の
実
態

問

問介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
解
消

問健
康
な
高
齢
者
の
支
援

村
長

問施
設
入
所
待
機
対
策

村
長

村
長

村
長

村
長

結
婚
支
援

問
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イノシシによって破損したメッシュ柵

くくりわな設置状況

問
　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に

お
い
て
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
に
対
し
、
選
挙
運
動
禁
止

の
通
知
が
村
か
ら
出
さ
れ
た
。

他
の
非
常
勤
特
別
職
に
対
し
て

は
ど
う
し
た
の
か
。

村
長
　
常
勤
、
非
常
勤
全
て
の

地
方
公
務
員
は
、
公
職
選
挙
法

よ
り
選
挙
運
動
は
で
き
な
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
等
に
は

産
業
振
興
課
か
ら
通
知
し
た
が
、

他
の
特
別
職
に
は
通
知
し
て
い

な
い
。

問
　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
は

い
た
る
と
こ
ろ
で
破
損
し
補
修

が
必
要
で
あ
る
。
侵
入
防
止
効

果
と
柵
の
補
修
に
つ
い
て
村
の

対
策
は
。

村
長
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
捕
獲

駆
除
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気
柵

の
相
乗
効
果
で
進
め
て
い
る
。

柵
の
補
修
は
地
区
の
協
力
体
制

を
整
え
た
い
。

問
　
柵
の
設
置
は
自
己
の
農
地

だ
け
を
囲
っ
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
電
気
柵

だ
け
で
農
地
を
守
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
が
。

村
長
　
地
区
の
実
態
に
よ
り
防

止
策
の
違
い
が
あ
る
。
農
地
を

イ
ノ
シ
シ
被
害
か
ら
守
る
対
策

と
し
て
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
と
電
気

柵
設
置
に
も
助
成
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

問
　
最
近
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
頭

数
は
。
ま
た
、
く
く
り
わ
な

※

「
ほ
か
パ
ト
」
は
誤
差
動
も

あ
る
が
改
善
で
き
な
い
か
。

村
長
　
捕
獲
頭
数
は
令
和
２
年

度
が
82
頭
、
３
年
度
と
４
年
度

が
73
頭
で
あ
り
、
ほ
か
パ
ト
に

よ
る
捕
獲
頭
数
は
集
計
し
て
い

な
い
。

　
ほ
か
パ
ト
は
小
動
物
で
も
作

動
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
対
策

を
考
え
た
い
。

問
　
区
長
や
分
館
長
に
も
報
酬

を
支
払
っ
て
い
る
が
非
常
勤
特

別
職
に
な
っ
て
い
な
い
。
他
の

非
常
勤
特
別
職
も
同
じ
扱
い
に

で
き
な
い
か
。

村
長
　
区
長
、
分
館
長
に
は
報

酬
で
は
な
く
謝
金
と
し
て
支
払

っ
て
い
る
。

　
非
常
勤
特
別
職
の
区
分
に
つ

い
て
は
可
能
か
検
討
す
る
。

一般質問 村政を問う

村とみなさんの協力で進める
有害鳥獣対策を問う

非
常
勤
特
別
職
の
選
挙
運
動
は

公
職
選
挙
法
に
よ
り
制
限

文屋　裕男 議員

被
害
防
止
対
策

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
状
況

問

問

問

村
長

村
長

問村
長

村
長

問村
長

※

ほ
か
パ
ト

　
無
線
を
利
用
し
て
わ
な
の
作
動

を
知
ら
せ
る
機
器
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ドローンによる農薬散布

最先端技術の無人田植機

問
　
公
約
さ
れ
て
い
る
未
来
に

向
け
た
農
業
改
革
の
た
め
の
具

体
策
は
。

村
長
　
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、

今
後
の
大
衡
村
の
農
業
を
担
っ

て
い
く
方
々
の
支
援
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
担
い
手
へ
の
更
な
る

農
地
の
集
積
・
集
約
の
た
め
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
無
人
ロ
ボ
ッ

ト
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
先
端
技

術
の
導
入
へ
の
支
援
を
検
討
し
、

効
率
的
で
未
来
に
向
け
て
持
続

可
能
な
農
業
を
目
指
し
て
い
く
。

問
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
制

化
に
よ
り
策
定
を
求
め
ら
れ
て

い
る
地
域
計
画
へ
の
対
応
は
。

問
　
農
業
就
業
人
口
の
減
少
と

高
齢
化
・
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
交
付
対
象
水
田
の

見
直
し
は
、
農
地
の
荒
廃
を
招

く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
を
適

切
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
目
標
を
立
て
て
い

る
の
か
。

村
長
　
令
和
10
年
で
の
目
標
は
、

担
い
手
の
農
地
利
用
集
積
率
は
、

80
％
・
新
規
参
入
は
、
７
人
で

遊
休
農
地
面
積
は
、
０
ha
と
し

て
い
る
。

村
長
　
地
域
農
業
の
将
来
像
で

あ
る
地
域
計
画
と
現
況
の
地
図

に
、
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手

の
意
向
を
踏
ま
え
た
目
標
地
図

を
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
幅
広
く
参
加
を
呼
び
掛
け
、

農
家
や
法
人
の
意
向
を
把
握
し

な
が
ら
、
村
全
体
や
地
区
単
位
、

各
種
団
体
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
で
協
議
し
、
計
画
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

細川　運一 議員

一般質問村政を問う

協議を重ね、地域計画を策定する
農地の適切な利用は

農
地
利
用
計
画

問

問先
端
技
術
の
導
入

村
長

村
長

問地
域
計
画

村
長
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役場全職員での朝礼

問
　
村
長
が
思
う
大
衡
村
の
夢

は
。

問
　
職
員
に
元
気
が
な
い
と
職

場
内
も
暗
く
な
り
笑
顔
も
元
気

も
少
な
く
な
る
。
休
日
出
勤
及

び
時
間
外
勤
務
の
状
況
や
週
一

度
の
一
斉
退
庁
の
実
態
は
。

　
　

問
　
職
員
の
体
調
ケ
ア
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
疾
患
の
疑
い
の
あ
る
職

員
に
対
し
受
診
勧
告
等
を
所
属

長
へ
指
導
と
、
職
員
、
及
び
教

員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
対

象
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行

な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
庁

内
の
衛
生
委
員
会
に
諮
り
、
該

当
職
員
へ
受
診
勧
奨
な
ど
行
な

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
村
長
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

で
「
夢
叶
え
、
笑
顔
で
元
気
な

大
衡
村
」
と
表
記
し
村
を
良
く

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
方
向
性
を
問
う
。
　

｠

村
長
　
村
政
執
行
に
当
た
っ
て

は
、
萩
原
村
政
を
踏
襲
し
、
さ

ら
に
、
女
性
の
視
点
を
加
え
な

が
ら
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
来

て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し
て
い

く
も
の
で
、
具
体
的
な
施
策
を

考
え
て
い
る
。

村
長
　
休
日
出
勤
を
含
め
時
間

外
勤
務
を
す
る
際
に
は
、
所
属

長
、
命
令
権
者
に
申
し
出
し
、

実
績
を
命
令
簿
に
記
載
し
、
上

司
、
命
令
権
者
に
確
認
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
一
斉
退
庁
に
つ
い
て
は
、
水

曜
日
を
定
時
退
庁
日
と
し
て
お

り
、
私
も
声
が
け
を
し
て
い
る

が
、
緊
急
時
や
専
門
知
識
を
要

す
る
も
の
な
ど
、
職
員
の
負
担

が
大
き
く
な
り
定
時
退
庁
が
難

し
い
こ
と
が
実
情
で
あ
る
。
業

務
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

村
長
　
み
ん
な
が
元
気
で
笑
顔

で
い
る
こ
と
が
一
番
の
夢
、
そ

し
て
心
の
底
か
ら
言
葉
が
で
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
形
が
一
番
の

大
衡
村
と
し
て
の
夢
だ
と
思
っ

て
い
る
。

一般質問 村政を問う

就労とケアの充実に努める
笑顔で元気な大衡村の方向性は

山本　信悟 議員

具
体
的
な
方
向
性

問

問大
衡
村
の
夢

村
長

問職
員
の
勤
務
体
制

問体
調
ケ
ア

村
長

村
長

村
長
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普及が進む置き型授乳室

問
　
県
で
は
子
育
て
を
社

会
全
体
で
支
え
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
「
置
き
型
授

乳
室
」
の
普
及
を
目
ざ
し

て
い
る
。

　
工
事
不
要
の
個
室
な
の

で
本
村
も
設
置
を
考
え
て

は
。

｠

問
　
五
反
田
地
区
整
備
計
画
区

域
内
の
未
利
用
地
３
・
９
ha
に

つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
手
を

挙
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
開
発
の

進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
関
係
す
る
地
権
者
数
は
何
名

か
。
ま
た
用
地
協
力
の
協
議
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

｠

村
長
　
地
権
者
数
は
12
名
で
、

現
在
、
民
間
事
業
者
が
用
地
協

力
の
同
意
を
得
る
た
め
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
未
利
用
地
の
編
入
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
の
関
係
か
ら
県

と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
、
年

度
内
告
示
を
目
標
に
進
め
て
い

く
。

問
　
五
反
田
地
区
に
村
道
を
整

備
す
る
計
画
も
あ
る
。
実
施
設

計
が
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
理

由
は
。

｠

村
長
　
当
初
予
算
編
成
時
点
で
財
源
調

整
が
付
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
今
年
度
に
入
っ
て
財
源
の
め
ど
が
立

ち
、
事
業
着
手
が
図
ら
れ
る
見
通
し
で

村
道
路
線
認
定
と
合
せ
て
６
月
補
正
予

算
に
測
量
調
査
設
計
費
用
を
計
上
し
て

い
る
。

村
長
　
子
ど
も
連
れ
で
も

安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る

よ
う
、
施
設
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
設
置
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
　
亀
岡
地
区
は
北
四
番

丁
大
衡
線
ル
ー
ト
も
関
係

し
て
く
る
。
大
和
町
か
ら

大
衡
村
の
国
道
４
号
接
続

ま
で
の
ル
ー
ト
は
確
定
し

た
の
か
。

｠

村
長
　
県
で
進
め
て
い
る

都
市
計
画
街
路
事
業
で
、

今
年
３
月
に
住
民
説
明
会

が
開
催
さ
れ
設
計
案
が
示

さ
れ
て
い
る
。
　

　
国
道
４
５
７
号
か
ら
４

号
区
間
に
つ
い
て
、
追
加

の
測
量
調
査
を
行
い
、
今

年
度
内
に
基
本
ル
ー
ト
を

確
定
し
、
用
地
買
収
及
び

補
償
の
契
約
に
進
む
と
思

わ
れ
る
。

　
早
い
供
用
開
始
を
県
に

要
望
し
て
い
る
が
、
現
段

階
で
は
未
定
。

赤間しづ江 議員

置
き
型
授
乳
室
設
置
の
考
え
は

設
置
に
向
け
て
検
討

一般質問村政を問う

用地協力の協議を進めている
五反田・亀岡地区計画進捗状況は

地
権
者
と
の
協
議

問

問

村
長

村
長

村
長

村
道
整
備
計
画

問

問県
道
北
四
番
丁
大
衡
線

村
長
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僕
の
将
来
の
夢
は
、
調
理
師
で

す
。
調
理
師
に
な
ろ
う
と
志
し
た

の
は
小
学
校
６
年
生
の
頃
で
し
た
。

﹁
こ
も
れ
美
﹂
と
い
う
ラ
ー
メ
ン

新
村
長
が
就
任
し
て
初
め

て
の
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

一
般
質
問
で
は
、
今
後
の
村

政
運
営
に
つ
い
て
新
た
な
視

点
で
活
発
な
質
疑
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
も
新
し
い
編

集
委
員
で
、
皆
さ
ん
の
意
見

な
ど
も
掲
載
し
、
親
し
ま
れ

る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

石
川

　
　敏

お
お
ひ
ら
万
葉
こ
ど
も
園

の
七
夕
誕
生
会
が
開
か
れ
、

７
月
生
ま
れ
の
園
児
を
歌

や
踊
り
で
楽
し
く
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　
私
は
県
外
出
身
で
結
婚
を
機
に

宮
城
へ
、
長
男
誕
生
を
機
に
と
き

わ
台
南
団
地
へ
移
住
し
４
年
半
が

経
ち
ま
す
。
大
衡
村
は
移
住
者
支

援
や
子
育
て
支
援
が
手
厚
く
、
子

育
て
世
代
に
や
さ
し
い
地
域
で
あ

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
普
段
の
買
い
物
は
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
等
が
多

数
あ
る
大
和
町
に
行
く
こ
と
が
多

く
少
々
不
便
さ
を
感
じ
ま
す
。
村

内
に
商
品
券
も
使
え
る
こ
の
よ
う

な
店
が
あ
れ
ば
よ
り
利
便
性
が
高

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
少
子
化
が
進
む
現
状
で

は
将
来
地
域
活
動
を
担
う
若
者
が

減
り
、
村
の
活
気
が
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
若
者
こ
そ

｢

村
長
へ
の
手
紙｣

や
選
挙
投
票
な

ど
、
村
政
に
も
関
心
を
示
し
積
極

的
に
声
を
挙
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
大
衡
村
は
他
地
域
よ
り
意
見

が
反
映
さ
れ
や
す
い
地
域
だ
と
思

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
、
10
年
後
20
年
後

も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
よ

り
住
み
良
い
村
」
を
み
ん
な
で
作

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

編
集　広

報
広
聴
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者

　議

　長

　髙
橋

　浩
之

子育て安心だね♪

No.197

あ
と
が
き

表
紙
写
真

大衡小学校　６年

吉田　みく　さん
よし　だ

わ
た
し
の

夢

みんなの

大衡中学校　２年

和野　　翔　さん
　わ　の　　　　かける

屋
へ
行
き
、
塩
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

た
ら
と
て
も
お
い
し
く
、
世
の
中

に
は
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
を

作
っ
て
い
る
人
達
が
い
る
の
だ
な

と
感
動
し
、
僕
も
お
い
し
い
料
理

を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
、
母
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
料
理
を
練
習
し
て
、

簡
単
な
料
理
な
ら
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
将
来

の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

　私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に

な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
以
前

私
が
入
院
し
た
時
、
看
護
師
さ
ん

に
と
て
も
や
さ
し
く
し
て
も
ら
っ

た
か
ら
で
す
。
や
さ
し
く
声
が
け

を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
﹁
私
も

看
護
師
に
な
る
﹂
と
い
う
夢
を
も

ち
ま
し
た
。

　看
護
師
に
な
っ
た
ら
、
患
者
さ

ん
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん

か
ら
信
頼
さ
れ
る
看
護
師
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

調
理
師
に
な
り
た
い

看
護
師
を
目
指
し
て

松
田
　志
歩

松
田
　志
歩
さ
ん
さ
ん

ま
つ
　だ
　
　
　し
　ほ
　

ま
つ
　だ
　
　
　し
　ほ
　

と
き
わ
台

よ
り
住
み
良
い
村
に
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